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建築支店長より挨拶
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2



藤田本部長より挨拶
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お知らせ
建築支店長より

令和7年 第1回 オーナー研修

4



5

令和7年 第1回 オーナー研修



令和7年 第1回 オーナー研修
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令和7年度 建築支店の

取組について（全体）

伊藤副支店長



中期経営計画2025

【組織改正】
・副支店長（企画担当）設置

【組織改正】
・作業所支援室
・アフターサポート室

【組織改正】
・生産支援部
・品質環境部
・建築部門の基幹支店として
明確に位置付け

中期経営計画2025達成に向けた建築支店の取組の経緯と概要
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建築支店2025.4.1 組織改正

2024年度まで 2025年度 改正の狙い

・建築工事統括部と生産技術部にまたがっていた作業所支
援を生産支援部にまとめ、一貫性ある効果的な支援を
実施
・各グループに担当次長（担当課長）を配置して、役割
と責任を明確化
・生産設計と連動させて現場BIM支援を強化
・ICT導入の加速
・人財育成の強化（資格、研修、面談、派遣社員 etc.)
・技術ストックの一元化
・支援と技術ストックの連動

・品質環境Gに担当次長を配置して大鉄品質の維持・向
上に専念

建築工事統括部

生産設計室

生産技術部

作業所支援室

アフターサポート室

生産支援部

品質環境部

人財育成

作業所労働環境改善
（ICT等）

業法に係る管理

施工規則に係る管理

品質・環境管理

技術資料の蓄積

竣功書類の管理

外注考課

生産システム管理G

人財育成G

生産環境整備G

生産設計・BIM G

生産支援G

品質環境管理G

アフターサポート室

基

基凡例 ：基幹支店として建築他支店を支援

基

基

基

基

基
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基幹支店として量と質の両
面で受注内容の向上に取
り組む

計画段階からの連携
【生産支援部】
受注予定案件の総合仮設計
画・施工計画等への参画

顧客ニーズに応え受注件名
を着実に推進することで、顧
客の信頼を獲得

工程確認、現況確認会による
工事推進

適財適所で施工体制を整備
お褒めの言葉共有

西明石PJ施工体制（官庁・
民間・鉄道工事連携）

協力会社との連携強化

協力会社との定期的な情報交換
下期オーナー研修で意見交
換会開催

協力会社への発注バランスを確認

大友会との連携強化・組織拡大支援

受
注
・
営
業

支店長方針 具体的方策・手段 記事＆特に注力する事項
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西明石PJ施工体制

西明石計画（分譲・西敷地） 西明石駅南改札口ビル



施
工
・
技
術
・
品
質

支店長方針 具体的方策・手段 記事＆特に注力する事項

高難度の工事を中心とし
て、本部・支店が一体と
なって技術支援を行い、
実施工で得られた技術・
品質管理の知見を蓄積
することで、施工管理力を
向上させ受注拡大につな
げる

大鉄品質の維持・向上を目指す組織の
運営

品質環境部（品質環境
管理G）の立ち上げ

アフターサポート室による顧客対応強化

杭・鉄骨施工精度管理システムの
積極使用

設計図検討会議の充実
（メンバー多角化）

設計図チェックシート・不具合事例集の
水平展開

VE・CD実例データの更なる蓄積
生産支援部（生産システ
ム管理G）で一元管理

特殊工法、魅力ある件名等の
見学会実施

アフター件名データを設計チェックシートに
反映
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杭・鉄骨施工精度管理



施
工
・
技
術
・
品
質

支店長方針 具体的方策・手段 記事＆特に注力する事項

若手社員がBIM知識、
操作力を身に着け現場で
使用を拡大

BIMデータの現場業務使用範囲
拡大

生産支援部（生産設計・
BIMG）の施工図担当と
BIM担当が連携して作業所支援
足場計画・数量算出による
現場支援

若手を中心にBIM研修の受講を
慫慂
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BIMデータ現場使用範囲拡大

英賀駅 施工BIM 英賀駅 列車からの見通し動画



働
き
が
い

支店長方針 具体的方策・手段 記事＆特に注力する事項

【
生

産

性

向

上

】

施工管理を支援するICT
ツールの導入を加速させて
業務の効率化を進め、社
員がもっと働きやすい職場
環境に変えていく

導入したICTソフトの
メリット享受を加速

更なるICTソフトの導入推奨

現場での4週8休、
残業削減に取り組む

4週８閉所のマスター工程
による交渉・調整

所内会議の充実
コミュニケーション強化

時間外労働の上限規制
を今年も確実にクリアする

生産支援部による現場支援

派遣社員の組織的確保・運用 優秀な若手派遣社員の連続運用
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安全推進部より
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令和7年 第1回 オーナー研修



年度経営計画
説明用資料

令和7年度

安全
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[支店長方針]

● 職長ヘルメットの導入

■ 現場全員が名前で呼び合う風土づくり

■ 毎月初めを『安全推進の日』、各作業所で作業員を表彰

■ 全国安全週間、全国労働衛生週間に曜日毎の行事を設定

■ 現場施工サイクルの標準化（休憩・体操）

● ＶＲによる疑似体験（作業員）

● 新KYT用紙の進化（デジタル化・他帳票との連携）

■ 請負者『自主パトロール』

★ 重機作業時の作業員との接触防止

令和７年度 建築支店 年度経営計画

【安全】

● 若手社員の『自主パトロール』を継続

■ ヒヤリハットの収集と水平展開

■ 法令問題

■ 施工検討会で『要点確認リスト』による議論

■ 推奨パトロール

★ 重点管理パトロールの実施

■ 墜落防止の取組を徹底する

[行動目標]

これまでの安全の取組
み（法令順守、施工検
討会など）を継続・充実
させることによ り安全Ｐ
ＤＣＡの充実を図る

元請と協力会社が連携
して、現場の安全意識
向上につながる各種取
組をひとつひとつ丁寧
に進め、一体感のある
現場とすることで重大
災害を防止する

【凡例】
★：<新規取組>
●：<継続レベルアップする取組>
■：<継続定着させる取組>
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①継続レベルアップする取組

③新規取組

分類

②継続定着させる取組

④その他

■

★

●
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①継続レベルアップする取組

③新規取組

分類

②継続定着させる取組

④その他

1.若手社員による自主パトロール
2.職長ヘルメットの導入
3.ＶＲによる疑似体験
4.新KYT用紙の進化

（デジタル化・他帳票との連携）
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2.職長さんに専用のヘルメットを導入（継続）

実施現場
１．西喜連住宅（大規模現場）
２．和泉警察（中規模現場）
３．竜野駅（JR現場）

・職長さんの明確化と誇り・やりがいを喚起
・職長パトロールの実施(１回／月)
・注意しあう風土、作業員さんの安全意識向上
・職長さん同士の下打合せや事務作業ができる職長専用の
部屋またはブースの設置

等 職長さんの区別化を図ります。

JR工事では赤色ヘルメットが
NGの為、黄緑色で取り組んで
います。

①継続レベルアップする取組（①－2）
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職長さんの明確化（2024年度取組状況）

職長さん専用のヘルメット掛け、置き場

職長さん専用のブース・部屋の設置 打合せ状況

①継続レベルアップする取組（①－2）
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職長パトロールの実施 和泉警察で実施中

職長さんと歩いていると色んな発見があります。
良いこともダメなことも、タイムリーな意見が聞けま
す。

職長パトロールの実施(１回／月)
安全推進部担当者も立会います

①継続レベルアップする取組（①－2）
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職長会の発足(職長ヘルメット使用現場)

設置目的

1.職長会 会議
１回/月の会議を実施

2.職長会パトロール
1 回/週のパトロールを実施
翌日の朝礼等で周知・水平展開、職長パトの改善状況

3.行事の設定
安全推進の日の進行 大鉄にて行う

（いずれは朝礼含めて職長会でしたい）

表彰者の決定
4.週間行事の設定

安全当番決定と実施状況の確認
一斉清掃（場外清掃含む）
喫煙所、詰所、ひとつかみバケツの清掃
トイレの清掃（月～木曜） 金曜はJV が当番

①継続レベルアップする取組（①－2）

☆声掛け合える作業環境の保持（安全作業の推進等）
☆現場生活環境の保持（共有施設の整備等）
☆近隣環境の保持（作業員通勤車両管理及び前面道路管理等）

現在は和泉警察
作業所で進行中

24



3.作業所でVRによる疑似体験（作業員）

対象者：作業所の作業員がメイン
体験内容：各作業所が行っている工事
に類似したシナリオを体験

例えば、外部足場上での作業があるな
ら「足場危険体験」、掘削重機での作
業があるなら「重機災害体験」 とし
ます。

1日の実施人数は作業所の規模や工事
内容にもよりますが、6～10人程度
とします。
時間は2時間程度、作業員さんの休憩
時等に合わせて体験してもらいます。
後日、希望日を募りますので、ぜひ体
験してみてください。

①継続レベルアップする取組（①－3）
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建築関連8種、軌道関連9種のシナリオを準備しています。

※2024年度は大鉄工業社員190名に体験してもらいました。
※今年度は作業所に出向いて作業員さんに体験してもらいます。

①継続レベルアップする取組（①－3）

3.作業所でVRによる疑似体験（作業員）
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①継続レベルアップする取組（①－3）

2024年度の研修センターでのVR体験

一部現場開催
（英賀保駅等）
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①継続レベルアップする取組（①－4）

3.新KYT用紙の進化（デジタル化・他帳票との連携）

大鉄社員はiPhone等で確認可能個人スマホ・iPadで打込み可能

現在も継続して試行します。引続き、iPad
の貸出し等、職長さんの意見を聞きながら、
他帳票類との連携を検討していきます。

2024年度に数現場で試行してメリット、
デメリットが分かってきました。

複数現場において「eYACHO」で安全衛生
日誌の作成もしています。

プリントアウトしたKY用紙28



①継続レベルアップする取組

③新規取組

分類

②継続定着させる取組
1.ヒヤリハットの収集と水平展開
2.法令問題
3.施工検討会で『要点確認ﾘｽﾄ』による議論
4.推奨パトロール
5.墜落防止の取組を徹底する
6.現場全員が名前で呼び合う風土づくり
7.安全推進の日に各作業所で作業員を表彰
8.全国安全週間、労働衛生週間に曜日毎の行事を設定
9.現場施工サイクルの標準化（休憩・体操）
10.請負者『自主パトロール』
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1.ヒヤリハットの収集と水平展開

毎月の安全衛生協議会前後に協力会社さんにしてもらって
いるパトロールでのちょっとした「ヒヤリハット」を教え
てください。

事故の型の分類を行い、水平展開を行っていきます。

安協時安パト内容発表状況現場パトロール点検表

様式は問いません

②継続定着させる取組（②－1）
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1.ヒヤリハットの収集と水平展開

2024年度、各現場の安衛協の時に提供してもらった協力会
社さんの現場パトをヒヤリハットとして集計しました。
（45作業所、ヒヤリハット658件）

ヒヤリハットのトップ３「事故の型の分類」
1位 転倒 2位 飛来、落下 3位 切れ、こすれ

今年度も引続き
労働災害減少のために「事故の型」に合わせ
た目標を立てて安全管理します！！

②継続定着させる取組（②－1）

2024年度の3日以内の労災件数は10件でし
た。上期だけで8件もの労災がありましたが、
この取り組みの成果もプラスされ下期は2件
に留まりました。
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1.ヒヤリハットの収集と水平展開

このようなポスターを現場詰所等の
作業員さんのよく見える場所に貼っ
ています。
下部の青色点線枠内にその現場に合
わせた重点管理する目標を記入して
います。大鉄社員はこの目標を意識
して安全管理をします。
「これだけは守ろう！」という目標
です。なので、現場でできていな
かったり、もうちょっと足りてない
等のご意見がある方は、遠慮なく大
鉄社員に申し出てください。

②継続定着させる取組（②－1）

目標(記載内容)は難しくありません。
例えば
・現場の段差をなくす
・安全通路には絶対に物を置かない
・突起部分はカバーする

等です。 32



②継続定着させる取組（②－2）

2.『法令問題』を継続 (法令知識の向上)

毎月1回、同種事故防止のためにも、直近で起こった事
故・事象、安パト指摘に関連した内容を出題します。

法令問題は大鉄社員

33



法令知識の向上
※毎月の法令テスト（年12回） 支店⇒所長⇒所員

事務所掲示

※作業員6つの法的義務
法令唱和

※新規入場時、
「作業員6つの法令動画」と
「怖さが身に染みる墜落動画」
（5分30秒の動画）を視聴

※新規裏面誓約書

朝礼場掲示

書式 公開F（116）

②継続定着させる取組（②－2）

書式 ¥¥dt-ims¥公
開フォルダ¥210_建
築支店¥●安全推進
部¥（002）令和７
年度 年度経営計画
取組¥令和7年度 ②
－2 法令問題

職長さん、作業員さんには新規入場時に「作
業員6つの法令動画」と「怖さが身に染みる
墜落動画」を見ていただいています。
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②継続定着させる取組（②－3）

3.施工検討会で『要点確認ﾘｽﾄ』による議論を継続

実効性の高い施工計画書の作成

協力会社さんへ要点確認リストのチェック項目を含めた条
件等をしっかり理解し、その現場に合った計画書・手順書
の作成を願います。

皆さんが安全を意識して作成された施工計画書をもとに工事を進めます。
我々は施工計画が起因の事故事象がないことを目標としています。

法律が変わったり、事
故事象が起これば、様
式を追加変更します。

※要点確認リスト
現在は№21
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②継続定着させる取組（②－5）

5.墜落防止の取組を徹底する
2年連続で発生した『墜落事故』を繰り返さないために…

2023年11月21日（東喜連）

2024年6月19日（うめきた地上駅舎） 36



①RC現場での墜落防止の取組を徹底する

最上階にWEBカメラを設置し、不使用者チェッ
クします。設置することで、作業員さんの「見
られている」という意識が強まります。
常時監視はできませんが、作業状況を随時確認
し未使用者がいれば、即注意・是正ます。是正
に従えない場合は退場していただきます。

基準階までに現場に合った親綱の張り

方を職長さんと大鉄社員で打合せして

ください。

対 策

②継続定着させる取組（②－5）
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②声掛けし合う風土の醸成に向けた取組(新規)

②継続定着させる取組（②－5）

STEP１
声掛けし合う基盤づくり

STEP２
元請社員による声掛けの充実

目指す姿
元請・協力会社さん（職長さん等）
が自発的に注意し合う風土の確立元請・協力会社さんがともに目指すところは、

事故・労災をできる限りなくすこと

これには、目指す姿として

元請・協力会社さんが自発的に注意し合
う風土が確立されていることが目標です。

現状がこの位置です。
・元請の若手からの声掛け不足している
・元請・職長さんとのコミュニケーション不足

38



STEP１
声掛けし合う基盤づくり

STEP２
元請社員による声掛けの充実

・元請の若手からの声掛け不足している
・元請・職長さんとのコミュニケーション不足

・声掛けし合う風土の醸成
・若手社員への働きかけ
・オーナーさん及び職長さんへの働きかけ
・声掛けし合う風土についてのアンケート

②声掛けし合う風土の醸成に向けた取組(新規)

②継続定着させる取組（②－5）

目指す姿
元請・協力会社さん（職長さん等）
が自発的に注意し合う風土の確立

今年度でSTEP２.5へ
レベルアップ！！
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「声掛け宣言」の取組

②継続定着させる取組（②－5）

過去の墜落事故を二度と発生させな
いためにも、お互いが声を掛けられ
る、気軽に連絡・相談できる環境を
構築していくことが必要になってき
ます。
そのためにも、現場に配布していま
す幟、ポスター、ワッペンを活用し
ていただき、まずは大鉄社員から
「声掛け」宣言し、積極的に声掛け
させていただきます！
職長さんにもワッペンを付けていた
だき、作業所が一体に、支店・作業
所が一体になって取り組み、作業所
全体、会社全体が声掛けし合える環
境を構築して、より安全な作業現場
を目指します！！

にしおか
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③安全帯演練看板の設置(新規)
各現場で演練場は設置しているけど、やり方が分からない作
業員さんの為に設置してます。

②継続定着させる取組（②－5）

演練場の上部に貼っ
てあるので、見なが
らの演練としてくだ
さい。
外国人用の看板も今
後作成予定です。

2024年度
四条畷ペデ作業所に
て実施済
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6.現場全員が名前で呼び合う風土づくり

白色：65歳未満、橙色：65歳以上、黄色：外国人労働者
（1年未満の技能実習生は初心者マーク）

②継続定着させる取組（②－6）

●名前で呼ぶことによっての親近感
「○○さん、あぶないよ！」「○○さん、おはよう」などと呼び合うことでの親近感。
指示をきちんと受け止めようという気持ちになっていくと思います。

●合わせて一声かけ運動の実施
仲間に気づきを与えたり、災害を未然に食い止める活動。向日町駅作業所での「ありがとう
ボード」を今後水平展開予定です。

※声掛けはコスト「０」です！どんどん声を掛けましょう！
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「安全推進の日」の、朝礼時に
これらのビラを全作業員さんへ
1枚 ずつ配布します。
全員が手に持って見て欲しい。

このような、簡単な『安全ビラ』
を13種類作成しています。その中
から選んでください。

※安全推進の日には、
安推部・支店幹部も可能な限り
各朝礼へ参加致します。

7.毎月初めの『安全推進の日』に、
安全について考えてみる

※作業所長の言葉には
重みがあります。

作業所長自身の言葉で、このビラ
をネタにして、安全指導や所長の
思い、又、腹に落ちるような安全
講和をします。

②継続定着させる取組（②－7）
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イラストシート集（全13種類）

① ② ③

①保護具
②横着行為
③捻挫骨折
④挟まれ
⑤切創
⑥手順
⑦立入禁止
⑧重機接触
⑨重機横転
⑩資機材の置き方

④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

②継続定着させる取組（②－7）

⑪確認
⑫墜落
⑬声掛け

⑬

声掛けビラ追加
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過去2回の墜落事故を教訓とした２項目を増やして13種類としました

②継続定着させる取組（②－7）

東喜連住宅での墜落事故 うめきた地上駅舎での墜落事故45



7.安全推進の日に各作業所で作業員さんを表彰
要領
・基本は職長さん・作業員さんとします。

（該当しなければ協力会社さんでも可）
・該当期間中に無事故の職長さん・作業員さん。
・現場への有効な提案をしてくれた職長さん・作業員さん。
その他
・自主パトロールを実施し、事故を未然に防いでくれた。
・ヒヤリハットの報告をたくさんしてくれた。

等々、作業所内や職長会等で表彰会社を決めてください。

※品質・環境の内容でも可です。
※この取り組みは5月の安全推進の日から奇数
月とします。

※作業所から希望があれば、偶数月でも表彰
させていただきます。

②継続定着させる取組（②－7）
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②継続定着させる取組（②－7）

お願い

贈呈する金額は高くなくても、源泉徴収の対
象になります。受領書の下部カッコ内に受取
られた方の所属の会社名と住所を必ず記入し
てもらって下さい。

感謝状の一例

7.安全推進の日に各作業所で作業員さんを表彰
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8.全国安全週間、全国労働衛生週間
曜日毎に行事を設定(年2回)

全国安全週間
（7/1～7/7）

全国労働衛生週間
（10/1～ 10/7）

週間行事予定表
（例）

②継続定着させる取組（②－8）
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ポスターを張るだけでなく、協力会社さんと一緒になって、
曜日ごとにやるべきことを意識してもらい、いつもと違った
1週間で現場を管理してもらいます。

全国安全週間
（7/1～7/7）

全国労働衛生週間
（10/1～ 10/7）

6/1～6/30 準 備 期 間
7/1(火) 趣 旨 徹 底 の 日
7/2(水) 総 点 検 の 日
7/3(木) パ ト ロ ー ル の 日
7/4(金) 教 育 の 日
7/5(土) 休 養 の 日
7/6(日) 家 庭 の 日
7/7(月) 反 省 の 日

9/1～9/30 準 備 期 間
10/1(水) 趣 旨 徹 底 の 日
10/2(木) 総 点 検 の 日
10/3(金) パ ト ロ ー ル の 日
10/4(土) 休 養 の 日
10/5(日) 家 庭 の 日
10/6(月) 反 省 の 日
10/7(火) 教 育 の 日

各現場に合わせた「全国安全週間」「全国労働衛生週間」の
計画表を作成し、労働災害防止や衛生管理等に対する意識の
高揚を図ります。

②継続定着させる取組（②－8）
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9.現場施工サイクルのみえる化
（マグネット式の時間サイクル）

・酷暑期…１時間ごとの休憩
・寒冷期…朝や休憩後の準備体操

など

※現場の一日の施工サイクルを
見える化します

マグネットシートで張替えが可能としています
酷暑期：7～9月
寒冷期：12～2月
通常期：上記以外

現場の特情に合わせて
時期を決めてください。

202４年度 建築支店全現場で施行済

②継続定着させる取組（②－9）
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9.要点を明確にした朝礼・昼礼の実施
（確認と指示）

※朝礼進行表の作成

新現場は朝礼進行表を作成してください。
その際、赤字の項目だけは必ず入れて下さい。
日々、進行表に従って、作業員さんの意識を
取り込むよう進めて下さい。

参考

昨年度から朝礼進行表を各作業所の特情に応じ
て作成、基本統一された朝礼進行としました。

朝礼・夜礼は「安全の要」でもあり、確認と指
示は適切かつ明確にする必要があります。

②継続定着させる取組（②－9）

朝礼のあり方を考えて頂き、朝礼に参加する社
員と作業員さんの意識が高まるよう工夫すると
共に、要領良く進めて欲しいと思います。
朝礼のやり方次第で、その日の安全管理に要す
る時間も削減できると思います。

各現場では朝礼進行表を
作成し、それに則って朝
礼を行っています。
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その中で、職長さん・作業
員さんに確認のため、挙手
してもらう項目があります。
特に高所作業をする作業員
さん、挙手してもらうこと
により、職長さん・作業員
さん本人、また社員の安全
意識も高まります。

赤
字
の
項
目
は
必
ず

入
れ
て
く
だ
さ
い

「環境の変化・作業手順の変更」の確認はうめきた墜落事故を受けて、
必ず確認してもらうことになっています。

②継続定着させる取組（②－9）
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②継続定着させる取組（②－9）

抜けのない確認をするための昼礼進行表
（確認と指示）

今年度から朝礼同様、昼礼時の進行表に
則って昼礼をしてもらうことになりました。
自現場に合わせて、確認が必須項目を決め
てください。基本的に赤字が必須確認事項
です。JR営近現場はピンク枠内も必須です。

若手社員でも進行しやすいように、抜けの
ない進行表の作成をお願いします。

昼の打合せに出席された職長さ
んは「翌日の作業に対する確認
サイン」を安全衛生日誌等に必
ず記載していただくようにお願
いします。
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実施記録表の

「見える化」
をしています

※実施記録表「見える化」により、
『やってる・やってない』の
もどかしさを無くす。
事務所入口付近に貼って下さい。
今年度から安全衛生協議会資料
にも添付します。
協力会社さんが実施されたら
都度、チェックされるよう
指導下さい。

対象：請負金額が300万以上の
一次協力会社（税抜き）

回数：主要作業日に1回/月
提出：作業所長まで

現場の安全状態維持

②継続定着させる取組（②－10）

10.一次協力会社による『自主ﾊﾟﾄﾛｰﾙ』を継続

2024年度は延690社、1708回の
自主パトが実施されました。
ご協力ありがとうございました。
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●請負金額が合計300万以上の一次協力会社さん。
●実施時期、方法については作業所長がオーナーさん等と打合せ。
●パトロールは各社が請け負っている工事の範囲。

（他社の工事は関係なし）
●パトロール用紙に各社で 優・良・指導 等を判断してもらう。
●実施者は1次のオーナーさん、又は担当者さん等、実際に安全
を指導出来る方が実施。

●不備は不備でしっかり記載してもらい、不備があれば速やかに
是正。該当なしの項目は抹線して下さい。

●現場事務所に掲示している記録表に、日付と〇印を記入。
●パトロール用紙原本はオーナーさん等が保管、コピーはその
作業所で保管します。

●一覧表は事務所内掲示及び安全衛生協議会資料に添付します。

要領

②継続定着させる取組（②－10）
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流れのイメージ

契約時or事前
・案内と点検用紙を渡す
・趣旨を説明する
・実施時期を協議する

一次協力さん会社によるパトロール実施
・工事着手時とか
・機器や作業員が多い時とか

作業所長と直接確認会話を行って下さい
※ここが一番重要だと思っています

オーナーさんが原本
持ち帰り

写
コピーは
現場保管

実施記録表に〇印と
日付を記入

（見える化）

②継続定着させる取組（②－10）
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①継続レベルアップする取組

③新規取組

分類

②継続定着させる取組

④その他

1.重点管理パトロールの実施
2.重機作業時の作業員との接触防止
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③新規取組（③－1）

1.重点管理パトロールの実施

現場の進捗、工種、工事の難易度等を、支店内で確認し、
月ごとに重点管理（特別支援）する現場を決めて、パト
ロール等を実施します。

6～8月
9.10月
11.12月
1～3月

うめきた地上駅舎作業所
片町作業所
弁天町駅作業所
竜野駅作業所

決して、現場の粗を探しに行くのではありません。

主な支援内容
・週間工程会議での次週の危険ポイントのアドバイス
・職長パトロールに随行
・若手社員との現場パトロール
・安協前のパトロール立会

2024年度 支援実績
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③新規取組（③－2）

2.重機作業時の作業員さんとの接触防止

杭・土・設備・解体工事等で重機を使用する際、手元の作業員さ
んがベスト等を着用することでオペレーターの視認性を高め、接
触防止を図ります。（重機の大きさは関係ありません）

ベストの指定はありません
目立つ色、形状としてください！！

※各社で段取りをお願いします。
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③新規取組（③－2）

2.重機作業時の作業員との接触防止

既に下記の協力会社には文面でお伝えしています。

株式会社光栄
三好建設株式会社
尾藤建設株式会社
株式会社ツバサ建業
丸翔建設株式会社
株式会社テノックス
天野建設株式会社
豊開発株式会社
工建産業株式会社
株式会社ユウテック
高島株式会社
東洋テクノ株式会社
丸互基礎工業株式会社
前田道路株式会社
鹿島道路株式会社

日本道路株式会社
大林道路株式会社
タイヘイ建築株式会社
株式会社エステック
大成ロテック株式会社
株式会社大建工業所
小松設備設計有限会社
JR西日本電気システム株式会社

計23社

5/14まで試行とします。
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①継続レベルアップする取組

③新規取組

分類

②継続定着させる取組

④その他

安全管理の仕組み（線路内作業）

DVD視聴
「すごい職長！」
～今、職長に求められるもの～
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安全管理の仕組み
（線路内作業）

線路内は危険性が非常に高い事から、建築工事では
列車運行中の線路内には絶対に立ち入りません。
線路内作業が発生すれば、多くの手続きや教育・適
性の管理が必要となります。
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JR関係工事を請け負われている皆様へ

④その他



ホームさく等

ホーム端エリアホーム端エリア
＋ ＋＋

おおむね１.５ｍ
（警告ブロック）

線路に近接する範囲

建築限界

触車事故防止に関する範囲

線路内（建築限界）
線路内

（建築限界）

触車事故防止に関する範囲

２.０ｍ

おおむね１.５ｍ
（警告ブロック）

線路に近接
する範囲

防護さく等

JR関係工事を請け負われている皆様へ

線路内範囲
（建築では運行時間には

絶対に入りません）

線路近接範囲
（通常、運行時間に
ここの作業はありません）作業場所の考え方

営業線近接工事の扱い
（厳しいルールが
適用される範囲）

ホーム
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ホーム

④その他



JR関係の工事をしておられる皆様へ
線路内作業が発生すれば、「安全管理の仕組み」に則り
作業を進めなければなりません。

基本的に建築工事では線路内作業がありません。

もし、他支店等で線路内作業をすることがあれば、協力
会HPに展開していますので、参考にしてください。
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この後、

「すごい職長！」
～今、職長に求められるもの～

というDVDを視聴してい
ただきます。

実際に働く『すごい職長』
に密着取材し、職長のある
べき姿をドキュメンタリー
タッチで描いています。
自社の職長さんと重ねなが
ら、視聴して下さい。
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以上で令和7年度 安全の取組
説明を終わります。

ご安全に！
今年度も
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オ ー ナ ー 研 修
（ 令和 ７年 上期 ）

大 鉄 工 業 株 式 会 社

建築支店 品質環境部
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オーナー研修レジュメ

〇【連絡】組織体制の変更について

≪品質≫
〇【事務連絡】大工事 第８９９号 品質管理における不正防止
の徹底について

〇【再周知】専門工事業者の自主検査について

≪環境≫
〇【継続取り組み】 産業廃棄物の分別
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〇【連絡】組織体制の変更について

4月1日付で組織体制が以下の通り変更となりました。

（旧）生産技術部

（新）品質環境部
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≪品 質≫
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〇【事務連絡】大工事 第８９９号 品質管理における不正防止
の徹底について

JR西日本大阪工事事務所より大工事 第８９９号「品質管理における

不正防止の徹底について」が通知されましたので報告します。
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〇【再周知】専門工事業者の自主検査について

・専門工事業者の自主検査の実施について再周知します。

【専門工事業者への周知】
「大鉄工業 安全衛生協力会 建築支部」の品質環境部から
の伝達事項に掲載しています。

【専門工事業者の自主検査について」
専門工事業者への発注にあたり配布している「一般共通事項
（注文書抜粋）」では「後工程に支障のないよう各専門工事会
社が内容を理解し自主管理を行い、品質を確保する」

品質確保のため、各専門工事会社による自主管理を実施する
こととなっています。
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≪大鉄工業 安全衛生協力会 建築支部への掲載≫
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≪大鉄工業 安全衛生協力会 建築支部への掲載≫
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≪大鉄工業 安全衛生協力会 建築支部への掲載≫
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≪環 境≫
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〇【継続取り組み】 産業廃棄物の分別

下山手作業所 西中島住宅作業所

西喜連作業所 木場住宅作業所

産廃の分別は、継続して実施しております。職長・作業員への
指導をお願いします。

82



〇令和７年４月 組織改正について

〇CCUSについて

〇建設DXの取り組み

建築支店 生産支援部
83



令和７年４月 組織改正について

令和7年 第1回 オーナー研修

生産支援部

１

生産支援部

生産支援G

生産設計・BIM G

生産環境整備G

人財育成G

生産システム管理G

現場支援全般・線閉支援
作業所設置支援・建設DR導入検討

施工図・BIM（施工活用）支援

ICT導入支援・運営
（合理化・省力化手法導入全般）

人財育成の強化
（6年目～若手所長までの育成支援・
 既存研修管理・資格取得支援・
 派遣社員管理）

技術ストックの一元化
支援と技術ストックの連動
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建設キャリアアップシステム（CCUS）について

建築支店 CCUS就業履歴

■2022（令和4）年度
年度目標：37,500 累計実数：35,103 （93.6%）

■2023（令和5）年度
年度目標：45,500 累計実数：40,918 （89.9%）

■2024（令和6）年度
年度目標：55,000 累計実数：41, 893（76.2%）

昨年度と比較して、975人増↑ となっています。

皆様のご協力、心より感謝申し上げます。
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建設キャリアアップシステム（CCUS）について

建築支店の現場における就業履歴の登録方法

① サイトへの直接入力

② カードリーダーへのカードタッチ

③ 顔認証システム

どうやるのか
分からない…
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建設キャリアアップシステム（CCUS）について

各種資料の運用関係資料の第7章へアクセス

クリック
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建設キャリアアップシステム（CCUS）について

サイト上で就業履歴を登録するには、
就業された現場のIDの入力が必要となります。

グリーンサイトの作業所掲示板に
載せております。
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建設キャリアアップシステム（CCUS）について

就業履歴の登録に、今年度も
引き続きご協力お願いいたします

クリック
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建設DXの推進

建築支店では、施工に
おけるICTツールの活用を
進めています。
協力会社の皆さまと
一緒に取組んでいきたいと
思っております。

【運用・試行中のICTシステム】※一部抜粋

各
作
業
所

協
力
会
社

各
ツ
ー
ル
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建設DXの取り組み

今年度より、建築支店全作業所に、

「Arch 安全セーフティ」を導入します。

Ａｒｃｈ 安全セーフティ



Ａｒｃｈ安全セーフティとは・・・

機械・足場の日常点検、持込申請をデジタル化

⇒ 協力会社・元請社員の業務負担を軽減が可能

始業前点検のQR化 持込機械をQRから申請

主な機能

１．点検表が汚れて書けない・・・

２．点検表がついていない・・・

３．点検済みか機械まで行って確認・・・

これらをなくします！

１．事前の申請ができない・・・

２．申請した、してないの確認・・・

３．承認されるまでに時間がかかる・・・

各グループからの連絡事項

令和7年 第1回 オーナー研修



QR点検の手順

1.QRをスマホで読込 2.点検項目をタップ 3.点検完了

【機械の点検方法】

各グループからの連絡事項

生産環境整備G令和7年 第1回 オーナー研修



【点検結果の確認方法】

現場にて携帯等で確認 事務所にてパソコンで確認

各グループからの連絡事項

生産環境整備G令和7年 第1回 オーナー研修



今後も建設DX促進を進めてまいります。

新しいICTツールの情報がありましたら、

情報提供をお願いします。

建築支店 生産支援部



協力会社表彰

96

㈱サンテック 様
㈲沖田塗装 様
東西工業㈱ 様
㈱亜紀塗装 様
三興建材㈱ 様
飾磨建設㈱ 様

阪神瓦斯産業㈱ 様
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安全衛生協力会より

97
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曽我建築支部長



安全衛生協力会 ホームページ

ユーザー名

daitetsu
パスワード

MgWF4brT

会員専用
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伝達事項を協力会、及び建築支店の各部門毎に
整理しています。
又、それぞれに『お知らせ・各種ダウンロー
ド・書類ストック』の項目に分けております。
本日の資料もここにアップ致します。

99
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協力会パトロールの実施状況をこの場所にてお伝え致します。

投稿フォームです。安全標語の募集や、WEB開催時の協力会
総会の評決など、このフォームを活用しています。

100
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ここで、会員の皆様へお願いです

101

安全標語の募集を行います。
今回も頂いた全ての標語をこのホームページ
にアップ致します。
又、その中から選りすぐりの16点くらいを
ポスターにして各作業所に掲示して頂きます。
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これはいい！という作品をポスターに
します。

投稿期日
4月30日(水)
といたします。

ユーモアあり、感動あ
りの標語を投稿してく
ださい。

テーマ：『夏の安全衛生に関
わる内容』

全ての標語をHPにアップします。

102

㈱
○
○
○

応募者名はイニシャ
ルにします。
作品の後に会社名と
イニシャルを添えて
応募して下さい。
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ユーザー名 パスワード

daitetsu MgWF4brT

会員専用

標語の投稿場所

投稿期日 4月30日（水）中
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安全衛生協力会 建築支部からの
ご案内は以上です。

皆様、今年度も宜しく
お願いいたします。

104
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閉会の挨拶

105
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小畑副支店長



スローガンの唱和

106

お席を立って、

垂れ幕に注目してください

「ゼロ災でいこう

ヨシ！」

令和7年 第1回 オーナー研修
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